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失敗事例のタイトル  
チタン-パラジウム合金の不動態腐食 

一次原因（材料要素）  
全面腐食、酸腐食 

機種  
蒸発缶、多管式、真空濃縮装

置 

部品  
加熱器 

材料  
Ti-0.15Pd合金 

概略の寸法  
管肉厚：0.5mmt 

損傷発生時の状況  
塩酸 7％を含む有機酸溶液を 70℃で濃縮する蒸発加熱缶のチューブ（Ti-0.15Pd合金、0.5mmt）に使用開始後
約 10日で貫通に至る腐食が生じた（侵食度：約 17ｍｍ/Y）。 

調査内容とその結果  
蒸発温度は 70℃であるが加熱側には 120℃の蒸気が使われていた。従って表面温度は 100℃以上と推定される。
あらためて表面温度に近い沸点で分極測定を実施したところ、Ti-0.15Pd合金は自然電位は不動態域にあるもの
の不動態保持電流が約 0.2mA/cm2もあり、この値はほぼ現実の腐食速度に近い。したがってこの腐食はチタン

合金が不動態を保持したまま腐食した結果であると結論された。材料選定は蒸発温度の 70℃をもとになされて
いた。 

損傷発生のシナリオ  
非酸化性酸中でPdの低い水素過電圧のために不動態化しているTi-0.15Pd合金が加熱蒸気による表面温度の上
昇で不動態を維持したままその保持電流が上昇し、管の肉厚が薄いことと相俟って早期の腐食貫通に至った。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
より耐塩酸性がすぐれている Zrに材質変更した。 

教訓  
高級材質への過信から超薄肉化がはかられやすい。伝熱面においては操作温度と腐食が起こる場所の表面温度

が異なる。 
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